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要旨 : 

高炉建設・改修における構造計算システムとして，入力データ作成の省力化，解析結果の

効率的な評価，汎用構造解析プログラム MASTRAN の有効利用等を目的としたシステム

（KBSD System）を構築した。その特徴は，次の通りである。(1)本システムは，骨組構造

入力データ作成，炉体・支柱荷重入力データ作成，骨組部材強度の判定，高炉鉄皮板厚決

定，のための各サブシステムより構成されている。(2)構造計算データを，ファイルへ系統

的に蓄積できる。(3)コンピュータ・アウトプット・ジャーナルにより，標準化した計算書

の作成ができる。(4)会話型であるため，即時対応性のある効率的なシステムである。本シ

ステムを運用することにより，従来に比べ構造計算に費やす時間の約 70％が削減できた。 
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